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確立操作による広汎性発達障害のある幼児の
課題遂行時の注目・模倣行動の促進
―好みの導入が及ぼす効果―
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広汎性発達障害があり，他者への注目・模倣行動が希薄な幼児２名を対象として，“仲間モデルを見なくて
は完成困難な課題を遂行する”という場面の設定（確立操作）と，当該課題への好みの導入が，これらの社会
的行動に及ぼす効果を検討した。介入は，ベースラインと同様の課題に対象児の好みのキャラクターを導入
する介入１期，課題そのものを好みのものとする介入２期から成った。対象児間多層ベースライン・デザイン
を用いて検討した結果，介入期において，モデルが遂行する課題への注目行動や，その遂行の仕方の模倣行
動が増加した。以上から，対象児の好みのアセスメントに基づく確立操作は，課題の遂行過程を示範する仲
間モデルへの注目・模倣行動を促進することが確認された。
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Establishing operation (EO) as dened by Michael, are stimulus changes which momentarily alter: the eectiveness 
of reinforcement, and the frequency of responses which have been associated with these reinforcers. The concept of 
EO provides behavior analysts with a way to analyze topics related motivation. Empirical studies of EO have mainly 
focused on problem behavior and mands by persons with developmental disabilities. Only a few studies have investigated 
EO for other kinds of behavior. e purpose of this study was to examine the eects of EO on attentive and imitative 
behavior. e subjects were children with pervasive developmental disorder with limited imitative behavior. During the 
intervention, preferences were introduced to each task according to a multiple baseline experimental design. Results 
showed that the subject’s attentive and imitative behavior was facilitated during the intervention. It is possible that the 
introduction of preferences may have been inuencing the subject’s motivation to respond to these tasks. e results of 
this study indicated that EO introduced in imitation training facilitates the acquisition of imitative response. 
Keywords: Establishing operation, Preference, Attentive and Imitative Behaviors, Children with Pervasive
Developmental Disorder
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１．問題と目的
これまで行動論的アプローチは障害児臨床の場に
多くの貢献をしてきた。しかし，極端に構造化され
た指導の場や方法を用いるために，本来，指導の最
終目標でもある獲得した行動の般化や維持，自発性
といった問題について，必ずしも十分な成果は得ら
れていない。
仲間媒介法（peer mediated approach）に代表され
る社会的スキル訓練（Social Skills Training: SST）や
機会利用型指導法（incidental teaching）などは，こ
うした問題を克服すべきとして考案されたアプロー
チの例である。中でも，仲間モデリング法（peer
modeling）は，他の仲間媒介法と比して仲間役の子
どもに負担が少ない社会的スキル訓練技法として位
置づけられる。しかし，この技法は，自閉的傾向や
重度の発達遅滞のために，他者の行動を弁別刺激
（discriminative stimulus）とする行動に乏しく，模倣
やモデリングが困難な子どもたちには必ずしも適用
されてこなかった。
こうした模倣そのものの指導を必要とする子ども
たちに対し，行動論的立場からはいわゆる般化模倣
（generalized imitation）を応用した模倣指導が行わ
れてきた。例えば，Baer, Peterson, and Sherman１)や 
Young, Krantz, McClannahan, and Poulson２)などであ
る。しかし，太田・加藤は３)，指導が訓練者の強力
な刺激性制御（stimulus control）の下で行われること，
標的行動が実際の生活上，必ずしも機能し得る行動
ではないことなど，残された課題も多いと指摘して
いる。このことを踏まえ，太田４)は，従来の方法を
再検討し，さらに効果的で社会的に妥当な模倣指導
のあり方を探る試みが必要であると論じている。
ところで，応用行動分析学（applied behavior
analysis）において，Michael５)が提起した「確立操
作」（establishing operation）という用語は，行動に
先行する刺激の内でも，特に“動機づけ”の機能
を持つものの分析を可能にした。Michaelによれば
確立操作とは，以下の２つの機能を持つ環境事象，
操作，刺激事態を言う。①ある事象の強化効果を
一時的に増大させる（reinforcer establishing eects）。
②これらの事象が結果刺激（consequent stimulus）
であるとき，そういった事象と関係する個体のレ
パートリーの一部の生起頻度を一時的に変化させる
（evocative eects）。
確立操作の概念を適用した主な先行研究として，
問題行動に関するものと要求行動に関するものがあ
る。前者では“何がその行動の生起頻度を高めてい
るのか”といった行動を喚起している要因の分析が
行われる。後者では“行動の生起頻度を高めるよう
な事象を設定し，その機会に介入する”といった指
導場面の設定と行動形成が行われる。
以下に要求言語行動の形成に用いられる確立操作
の例を挙げる（図１）。Hall and Sundberg６)は，重
度の知的障害と聴覚障害をあわせもつ成人に対し，
指導者が「コーヒーを作って」と教示した場面にお
いて，コーヒーを作るために必要なカップを，サイ
ンによって要求することを指導した。
このときの指導者の教示（S１）は“コーヒーを
作る”という一連の行動をもたらすための弁別刺激
である。ところで，対象者がコーヒーを作るために
は，インスタントコーヒー，お湯，カップ，スプー
ンといった物品（S２）が必要となる。仮に，カッ
プがなかった場合，対象者は指導者に「カップくだ
さい」と要求し（R２），カップを得なければコーヒー
を作ることができない。このように，指導者の教示
はコーヒーを作るという場面のスタートを示す弁別
刺激であると同時に，インスタントコーヒー，お湯，
カップ，スプーンといった物品を，コーヒーを作る
という場面においては正の強化刺激とし（reinforcer 
establishing eects），これらの強化刺激を獲得するた
めの行動（すなわち，サインによる要求行動）を喚
起する（evocative eects）確立操作であるというこ
とができる。
さて，確立操作の概念を行動形成に用いた場合，
標的行動にあたるのは前述の“喚起される”行動だ
が，この行動は確立操作という動機づけ変数によっ
て制御されている要求行動である。先行研究の多く
は音声やサインによる要求行動が喚起されるような
場面を設定している。しかし，場面によっては喚起
される行動の反応型（response topography），すなわ
ち，要求行動の反応型を，音声やサイン以外とする
ことも可能だと考えられる。この点で，Sundberg７)
が指摘するように，確立操作の概念は適切な行動の
促進に用いることができる。
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実際，松岡８)は，ある課題遂行場面の設定は，そ
の課題の遂行過程で必要となる事象の強化効果を高
め，当該事象が過去に結果刺激として随伴した行動
を喚起する確立操作であると分析している。また，
多田９)はこのことを受け，どのような課題遂行場面
を設定することが，確立操作として仲間モデル（以
下Moとする）への注目・模倣行動を喚起するのか，
広汎性発達障害児のある幼児１名を対象として検討
し，“Moを見なくては完成困難な課題を遂行する”
という場面設定が有効であることを示した。言い換
えれば，独力では遂行困難な課題場面の設定は，そ
の課題の遂行の仕方がわかること，あるいは，その
課題を遂行できることの強化効果を高め，当該事象
が過去に結果刺激として随伴した行動，すなわち，
Moへの注目・模倣行動を喚起する確立操作である
と考えられる。その概念図を図２に示した。
以上を踏まえ，本研究は次を目的とした。①確立
操作の概念を行動形成に用いる。②確立操作によっ
て喚起する要求行動の反応型を音声やサインではな
く，他者への注目・模倣とし，これらが喚起されや
すい課題遂行場面を設定する（すなわち，Moを見
なければ遂行困難な課題場面の設定）。③課題場面
の設定にあたっては，その遂行が対象児にとって強
化（reinforcer）として機能するように工夫する。具
体的には，介入期に対象児の好み（preference）を
導入し，このことが確立操作の喚起効果に及ぼす効
果を標的行動の生起率の点から検討する。
２．対象児と指導目標
2.1　対象児
次の２名であった（以下Ｆ児，Ｓ児とする）。
Ｆ児：幼稚園に在籍する幼児であった。自閉的傾
向を有する｡ 200X年６月よりＡ大学教育相談に来
談しており，本指導開始時（200X年10月）の生活
年齢は５歳１カ月であった。
Ｓ児：保育所に在籍する幼児であった。自閉的傾
向を有する。200Y年４月よりＡ大学教育相談に来
談しており，本指導開始時（200X年７月）の生活
年齢は３歳７カ月であった。
2.2．指導目標決定のためのアセスメント
１）Ｆ児
①標準検査：保護者による津守式乳幼児精神発達
質問紙（３～７歳児用）の評定では（平成200X年
６月実施，生活年齢４歳９ヶ月），運動４歳０ヶ月，
図１　確立操作の概念図（Michael10)，山本11)を基に作成）
図２　Moへの注目・模倣行動を喚起するような確立操作
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探索３歳０ヶ月，社会３歳０ヶ月，生活習慣４歳０ヶ
月，言語３歳０ヶ月であり，運動と生活習慣を除く
全ての領域が落ち込んでいた。知能検査は測定不能
であった。
②保護者との面談：主に好みの活動や食事に関す
ることで要求言語を自発する機会が増えている（「お
えかき」「おかわり」など）。また，保護者がモデル
を示して促すと，食事，起床・就寝時のあいさつを
言うことができる。要望として，ことばの理解や表
出を促すことが挙げられた。
③チェックリストを用いた幼稚園での行動観察：
見学を依頼し，指示理解や集団参加などの項目に
沿った行動観察を２時間程度行った。その結果から
は，ア）保育士の一斉指示に注目することは困難で
ある，イ）仲間の行動に注目し模倣することもほと
んどない，ウ）設定保育などの集団活動に参加する
ためには個別の対応が必要である，エ）集団活動へ
の参加率は全般に低く，保育士の身体的誘導などに
よって仲間と同じ活動場面にはいるものの，活動と
は関係のない箇所を注目する，床に座り込むなどし
ていることが多い，オ）自由保育場面では一人遊び
が多く，仲間と関わったり，仲間の遊びに注目する
ことはほとんどない，ことが明らかとなった。
④Ａ大学プレイルームでの予備行動観察
ａ）指導経過：好みの課題場面で仲間モデル役の
指導者（以下Moとする）を代理強化することによ
る要求言語行動の促進を図った。また，机上課題（学
習課題）への従事を促すとともに，当該場面で音声
弁別を中心とした概念形成を図った。さらに，スケ
ジュール表の導入による主に机上課題からの逸脱行
動の低減，課題従事行動の促進を試みた。
ｂ）本指導開始前の様子：Moを代理強化するこ
とによる要求言語行動の促進を図った結果，要求場
面では，要求言語としてMoが示範する対象物の名
称を即時に模倣するほどにMoの存在が機能化して
いた。さらに，このように即時に模倣していた要求
言語のいくつかは自発語として定着した。その結果，
課題に必要な道具などを，それが目の前に呈示され
ていなくても音声によって要求できるようになっ
た。また，スケジュール表の導入によって机上課題
にも落ち着いて取り組めるようになっていた。
２）Ｓ児
①標準検査：保護者による津守式乳幼児精神発達
質問紙（３～７歳児用）の評定では（平成200X年
５月実施，生活年齢３歳５ヶ月），運動３歳６ヶ月，
探索３歳０月，社会３歳０ヶ月，生活習慣４歳０ヶ
月，言語３歳０ヶ月であり，運動と生活習慣を除く
全ての領域が落ち込んでいた。特に落ち込みの見ら
れた探索，社会，言語領域については，同質問紙の
１～３歳児用によっても評定したところ（保護者に
よる），探索・操作１歳９ヶ月，大人との相互交渉
１歳９ヶ月，子どもとの相互交渉１歳９ヶ月，理解
１歳９ヶ月，言語１歳６ヶ月であった。知能検査は
測定不能であった。
②保護者との面談：粗大運動を好む。操作性の遊
びで特に好んで行うことはない。要望として，指示
理解や発語を促すことが挙げられた。
③チェックリストを用いた保育所での行動観察：
見学を依頼し，指示理解や集団参加などの項目に沿っ
た行動観察を２時間程度行った。その結果からは，
ア）保育士の一斉指示に注目することは困難である，
イ）仲間の行動に注目し模倣することは全くない，ウ）
設定保育などの集団活動に参加するためには個別の
対応が必要である，エ）自由保育場面においても一
人遊びが多く，仲間と関わったり，仲間の遊びに注
目することはない，ことが明らかとなった。
④Ａ大学プレイルームでの予備行動観察
ａ）指導経過：好みの活動を見つけること，その
活動への従事を通して他者への接近や注目といった
基本的な社会的行動を伸長すること，また，要求を
始めとするコミュニケーション行動を定着させるこ
とを試みた。
ｂ）本指導開始前の様子：有意味な発語はなかっ
た。発声頻度は増加傾向にあるものの，特定の場面
で発せられるわけではなく，その機能は不明であっ
た。呼名によるアイコンタクト，指導者が指さした
方向への注目は不安定ながらも生起した。しかし，
指導者の簡単な指示には指さしを用いても従うこと
ができず，身体的誘導が必要であった。ただし，指
示の内容をMoがモデル呈示するとそれと，似たよ
うな行動が生起することがあった。フィジオボール
やトランポリン，シーツブランコなどの粗大運動を
好み，これらに従事するときには指導者に接近し，
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クレーンなどによって要求できるようになってい
た。
2.3．指導目標の選定
１）Ｆ児：Moの代理強化による要求言語行動の
促進を図った結果，要求場面では，要求言語として
Moが示範した対象物の名称を即時に模倣するほど
にMoの存在が機能化した。しかし，それ以外の場
面でMoに注目・模倣することはほとんどなく，ま
た，Moに働きかけたり，Moの働きかけに応じる
こともなかった。以上から，今後の目標としてMo
とのやりとりを促進することが考えられた。そこで，
指導目標として「Moに注目・模倣しながら課題を
遂行すること」を選定した。
２）Ｓ児：指導者の言語指示に従うことはできな
かったが，その内容をMoがモデル呈示すると，そ
れと似たような行動が生起する場合があった。この
ような，他者の行動を弁別刺激とする傾向をさらに
促進することが今後の目標として考えられた。とこ
ろで，太田４)は操作性の動作模倣は単なる動作模倣
に比べ生起しやすいことを指摘している。そのこと
を踏まえ，標的行動として「Moに注目・模倣しな
がら課題を遂行すること」を選定した。
2.4　指導期間および場所
指導期間はＦ児が200X年10月から２月の計14
セッション，Ｓ児は平成200X年７月から12月の計
14セッションであった。原則として週１回，60分の
相談時間のうち15分を本指導にあてた。指導場所は
Ａ大学プレイルームであった。なお，残りの45分で
は，ともに机上課題と自由遊びを行っていた。その
内容はＦ児が音声弁別や鬼ごっこなど，Ｓ児が型は
めや大型遊具を用いた遊びなどであった。
３．研究計画
下記の条件を対象児間多層ベースライン・デザ
インを用いて検討した。
① ベースライン（好みのアセスメントを兼ねる）
② 介入１：課題に好みの刺激を導入する。
③ 介入２：好みの刺激は導入したまま，課題
そのものも好みのものとなるようにした。
４．好みのアセスメント
4.1．方法
１）場面設定：同一の課題を対象児とMoがそれ
ぞれ完成させるという場面を設定した。
２）課題：対象児の生活年齢，所属，また，保護
者の要望などを踏まえ，好みをアセスメントする課
題として以下を選定した。なお，いずれもMoを注
目・模倣しなければ遂行困難であった。また，完成
する絵柄などは毎セッション異なった。
①Ｆ児：ア）「工作」：用紙を切り，それを台紙に貼っ
て食べ物や動物の絵を完成させる。イ）「お絵かき」：
食べ物や動物の絵が一部描かれている用紙に，足り
ないパーツを描き加え完成させる。
②Ｓ児：ア）「シール貼り」：台紙に同形異色のシー
ルを貼っていき（５試行），動物の顔を完成させる。
イ）「福笑い」：台紙に顔のパーツを貼っていき（５
試行），動物の顔を完成させる。
３）セッティング：Ｆ児の「工作」「お絵かき」，
Ｓ児の「シール貼り」は机上に配置された。Moは
対象児の隣に着席し，その正面にメイントレーナー
（以下MTとする）が着席した（図３）。一方，Ｓ
児の「福笑い」は壁面に配置された。Ｓ児とMoは
その正面約１mのところに並んで着席し，その横に
MTが着席した（図４）。
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図３　セッティング
（Ｆ児の工作，お絵かき，Ｓ児のシール貼り）
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４）条件
①好みの刺激に関するアセスメント：保護者への
インタビューを実施し，対象児が日常よく接し，好
んで所持，使用している刺激（幼児用絵本登場のキャ
ラクター，以下キャラクターとする）を選定した。
②好みの課題に関するアセスメント：前述の課題を
各３セッションずつカウンターバランスして行った。
５）手続き
①Ｆ児：ａ）MTはＦ児とMoが着席したら「今
日はこれを作るよ」と課題の見本を呈示する。ｂ）
見本の除去後，MTは用いる道具・材料をＦ児と
Moに手渡す。ｃ）Moは課題の各工程をＦ児より
わずかに先行して遂行する。ただし，Ｆ児が遂行し
ようとしている工程より先の工程を遂行することは
ない。ｄ）Moが作業を開始してから５秒経過して
もＦ児が課題を遂行しない場合，MTは以下の順で
プロンプトした（促した）。声かけや指さしによっ
てMoへの注目を促す→遂行すべき箇所を指さす→
課題の遂行をガイダンスする。Ｆ児が課題を誤って
遂行した場合も同様の順で対応した。
②Ｓ児：ａ）MTはＳ児とMoが着席したら「今
日はこれを作るよ」と課題の見本を呈示する。ｂ）
見本の除去後，MTは材料の一部（シール１枚，パー
ツ１つ）をＳ児の目の前に呈示し，反応を待つ。ｃ）
Ｓ児が何らかの要求行動を自発した場合，MTは呈
示している材料を手渡す。５秒経過してもＳ児が無
反応の場合，MTは以下の順でプロンプトした（促
した）。呈示している材料をMoが要求し受け取る
→MTが材料をＳ児に近づけながら「Ｓ児くんは？」
と声かけする→MTから材料を手渡す。ｄ）Ｓ児が
材料を受け取ったら，MoはＳ児より先に課題を遂
行するようにした（シールやピースを台紙に添付す
る）。材料を受け取ってから５秒経過してもＳ児が
無反応の場合，MTは以下の順でプロンプトした（促
した）。声かけや指さしによってMoへの（Moが遂
行した課題への）注目を促す→遂行すべき箇所を指
さす→課題の遂行をガイダンスする。Ｓ児が課題を
誤って遂行した場合も同様の順で対応した。
６）観察手続き
①行動の定義：ここでは，対象児の自発的な課題
遂行行動，要求行動を好みの指標とする。その上で，
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図４　セッティング（Ｓ児の福笑い）
表１　課題遂行行動の定義（Ｆ児，Ｓ児）
１．MTへの注目：MTが課題の見本に必要な道具・
材料を呈示したときに，これらを見る。
２．MTへの要求：必要な道具・材料をMTに要求
し受け取る。
３．Moへの注目：自分の課題を遂行する直前に，
Moが遂行する課題を１秒以上見る（F児・S児）。
あるいは，自身も課題を遂行しながらMoが遂
行する課題を見る（児のみ）。
４．課題遂行：道具・材料を操作し課題を完成させる。
表２　課題遂行行動のプロンプト・レベル
（Ｆ児，Ｓ児）
① MTから道具・材料を受け取った後に遂行する。
② MTが声かけや指さしによってMoへの（Moが
遂行した課題への）注目を促した後に遂行する。
③ MTが遂行すべき箇所を指した後に遂行する。
④ MTが課題の遂行を身体的に誘導する。
※ ①のプロンプト・レベルによって生起した課題
遂行行動を「自発的な課題遂行行動」とした。
表３　要求行動のプロンプト・レベル（Ｓ児）
① MTが材料（要求対象物）をS児の目の前に呈
示した後に要求する。
② Moが材料をMTに要求し，受け取った後に要
求する。
③ MTが材料をS児に近づけながら声かけをした
後に要求する。
④ MTから材料を手渡される。
※ ①のプロンプト・レベルによって生起した要
求行動を「自発的な要求行動」とした。
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課題遂行行動については表１のように分類，定義し
た。また，課題遂行行動の中でも特に課題遂行行動
のプロンプト・レベルについて，表２のように定義
した。さらに，Ｓ児については，材料に対する要求
行動が生起したプロンプト・レベルを表３のように
定義した。
②記録および分析：課題の呈示から完成するまで
をVTR録画し次の分析を行った。a）自発的な課題
遂行行動の生起率（Ｆ児，Ｓ児）：５秒１インター
バルのインターバル・レコーディング法によって課
題従事行動の生起率とその内容について分析した。
その上で全課題遂行行動に占める自発的な課題遂行
行動の割合を算出した。b）自発的な要求行動の生
起率（Ｓ児のみ）：全要求行動に占める自発的な要
求行動の割合を算出した。
７）信頼性：全データの40％について行動観察法
の訓練を受けた２名の観察者による一致率を求め
た。一致率は（A／（A＋D））×100の算式（Aは
観察者間の一致数，Dは観察者間の不一致数）によっ
て算出された。その結果，90％の一致率が得られた。
4.2　結果と考察
図５にＦ児の自発的な課題遂行行動の生起率を示
した。自発的な課題遂行行動は「工作」よりも「お
絵かき」において観察された。「工作」では身体的
誘導によって課題を遂行することが多かった。
図６にＳ児の自発的な課題遂行行動の生起率を，
また，図７には自発的な要求行動の生起率を示した。
自発的な課題遂行行動，要求行動ともに，その生起
率は「福笑い」において高かった。Ｆ児と同様，シー
ル貼りでは身体的誘導による遂行が多く，また，材
料もMTから手渡されることが多かった。
　以上より，Ｆ児は「お絵かき」，Ｓ児は「福笑い」
がより好みの課題であると考えられた。そこで，「好
みの刺激」と「好みの課題」を介入の変数として順
次導入していくこととした。
５．好みのアセスメントに基づく介入とその効果の
検討
5.1　方法
１）対象児，場面設定，セッティングはアセスメ
ント期と同様であった。
２）刺激の選定：保護者へのインタビューに基づ
き，好みの刺激としてＦ児は「ディズニーアニメの
種々の登場キャラクター（以下キャラクターＡとす
る）」を，Ｓ児は「ノンタンシリーズ絵本の種々の
登場キャラクター（以下キャラクターＢとする）を
選定した。
３）課題の選定：アセスメント結果に基づき，好
みの課題としてＦ児は「お絵かき」を，Ｓ児は「福
笑い」を選定した。
４）介入計画：次の３フェイズから成った。
①ベースライン：非好みの課題を用いた。
②介入１：非好みの課題に好みの刺激を導入した。
③介入２：好みの課題を用いた。なお，好みの刺
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図６ 自発的な課題遂行行動の生起率（Ｓ児） 
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図７ 自発的な要求行動の生起率（Ｓ児） 
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図５ 自発的な課題遂行行動の生起率（Ｆ児）
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激は引き続き導入されていた。
④デザイン：対象児間多層ベースライン・デザイ
ンであった。
５）手続き：課題の呈示の仕方，進め方などはア
セスメント期と同様であった。
①ベースライン：アセスメント期を兼ねていた。
すなわち，Ｆ児はアセスメント期の「工作」を，Ｓ
児は「シール貼り」をベースラインとした。
②介入１：課題に好みの刺激を導入した。Ｆ児は
「工作」でキャラクターＡが完成するようにし，また，
Ｓ児は「シール貼り」の結果，キャラクターＢが完
成するようにした。
②介入２：課題を好みのものにした。Ｆ児は「お
絵かき」に，Ｓ児は「福笑い」にした。なお，好み
の刺激は引き続き導入されており，つまり，Ｆ児で
はキャラクターＡが，Ｓ児ではキャラクターＢが完
成するようになっていた。
６）観察手続き
①Ｆ児：ａ）行動の定義：観察する行動を，Ｆ児
が自分の課題を遂行する直前のMoへの注目行動，
Ｆ児が自分の課題を遂行しながらのMoへの注目行
動とし，表４のように定義した。ｂ）記録および分析：
課題の呈示から課題が完成するまでをVTR録画し
た。５秒１インターバルとするインターバル・レコー
ディング法によって全課題従事行動に占めるMoへ
の注目行動の割合を算出した。なお，MTのプロン
プトに基づくMoへの注目行動，また，MTのプロ
ンプトに基づく課題遂行行動の過程で生起したMo
への注目行動については分析の対象外とした。
②Ｓ児：ａ）行動の定義：観察する行動を，Ｓ児
が自分の課題を遂行する直前のMoへの注目行動，
および課題における正反応，誤反応とし，表５のよ
うに定義した。ｂ）記録および分析：課題の呈示か
ら課題が完成するまでをVTR録画し，Moへの注目
行動の有無と課題の正誤を記録した。また，Ｆ児と
同様に，MTのプロンプトに基づくMoへの注目行
動，MTのプロンプトに基づく課題遂行行動の過程
で生起したMoへの注目行動については非自発的な
注目行動とした。その上で，課題の正誤を，課題の
遂行に先行するＳ児の行動に基づき，次の５つに分
類した。ア）Moに自発的に注目してから遂行し正
反応，イ）自発的に注目してから遂行し誤反応，ウ）
非自発的に注目してから遂行し誤反応，エ）注目し
ないで遂行し誤反応。オ）ガイダンスによって遂行。
７）信頼性：全データの30％について行動観察法
の訓練を受けた２名の観察者による一致率を求め
た。一致率は（A／（A＋D））×100の算式（Aは
観察者間の一致数，Dは観察者間の不一致数）によっ
て算出された。その結果，88％の一致率が得られた。
5.2　結果：Moへの注目行動の生起率
図８にＦ児，Ｓ児の注目行動の生起率を示した。
ベースラインにおけるMoへの注目行動の生起率は
Ｆ児，Ｓ児ともに概して低い。介入１として，ベー
スラインと同一の課題に好みの刺激を導入した結
果，その生起率はわずかに増加した。しかし，Ｆ児，
Ｓ児ともに減少傾向にある。介入２として課題を好
みのものに変えた結果，Moへの注目行動の生起率
は急激に増加し，またその生起率はほぼ維持された。
5.3　結果：Moへの注目行動の有無と課題の正誤
率との関係
図９にＳ児の注目行動の生起率と課題の正誤率を
示した。ベースラインではそのほとんどがガイダン
スによる遂行であった。介入１期ではガイダンスに
よる遂行は減少したものの，注目しないで遂行し誤
反応か，非自発的に注目し誤反応である場合が高率
表４　Ｆ児の行動の定義
１．自分の課題を遂行する直前のMoへの注目行動：
Ｆ児の課題遂行行動に先行する１インターバル
内において生起したMoへの注目行動。
２．自分の課題を遂行しながらのMoへの注目行動：
道具・材料を捜査している過程で生起したMo
への注目行動。同一インターバル内でMoへの
注目行動と課題遂行行動が併存することを条件
とする。
表５　Ｓ児の行動の定義
１．自分の課題を遂行する直前のMoへの注目行動：
Ｓ児の課題遂行行動に先行する１インターバル
内において生起したMoへの注目行動。
２．課題における正反応：
①シール：シールを貼った場所が正しい場合。
②パズル：ピースを受け取った場所が正しく，ま
た，その向きも正しい場合。
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であった。介入２期では，ガイダンスによる遂行が
さらに減少するとともに，自発的に注目してから課
題を遂行する割合が80％程度まで増加した。ただし，
そのすべてが正反応とは限らず，自発的に注目して
から遂行した場合でも誤反応であることがあった。
特に第13,14セッションでは，その率が高い。
６．考察
本研究の目的は以下であった。①確立操作の概念
を行動形成に用いる。②確立操作によって喚起する
要求行動の反応型を音声やサインではなく，他者へ
の注目・模倣とし，これらが喚起されやすい課題遂
行場面を設定する（すなわち，Moを見なければ遂
行困難な課題場面の設定）。③課題場面の設定にあ
たっては，その遂行が対象児にとって強化として機
能するように工夫する。具体的には，介入期に対象
児の好みを導入し，このことが確立操作の喚起効果
に及ぼす効果を標的行動の生起率の点から検討す
る。
その結果，困難課題の設定というだけでは十分で
なく，課題に好みの刺激が用いられていること（介
入１），さらには，課題そのものが好みであること（介
入２）が重要であることが示唆された。
ただし，介入２期では，課題が好みのものであっ
た他に，好みの刺激も導入されていたために，課題
の好みという要因の効果だけを抽出することは困難
である。なお，介入２期における確立操作の概念図
を図10に示した。
以上の結果から，ａ）困難課題をMoと共に遂
行するという課題遂行場面の設定は，Moへの注
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図９ Moへの注目行動の生起率と課題の正誤率
図10 介入２期における確立操作（Ｆ児の例） 
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図９ Mo への注目行動の生起率と課題の正誤率 
図10 介入２期における確立操作（Ｆ児の例）
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目・模倣行動を喚起する確立操作であること，ｂ）
これらの行動は，課題に「好み」を導入すること
によってさらに促進されることが示唆された。
従来の般化模倣の応用による模倣指導に対し，
本研究における模倣指導は，課題遂行の過程で生
じる自然な注目・模倣行動だと考えられ，対象児
の日常生活場面に導入しやすいのではないだろう
か。また，近年，対象児の好みを尊重することの
重要性が議論され，好みをアセスメントするため
の方法も種々研究されている。今回の結果からは，
改めて，好みを指導場面に反映することの必要性
が明らかになった。
７．倫理的配慮
教育相談場面での対象児の様子をVTR録画する
こと，また，それを分析し，論文として発表するこ
とについて，保護者の了承を得ている。得られた記
録は本研究以外には用いず，録画テープについても
研究室内にて厳重に保管している。
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